


い
ま
、
長
浜
の
冬
鳥
が
お
も
し
ろ
い

ヒ
ミ
ツ
を
知
っ
て
わ
か
る
「
鳥
模
様
」

こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る

寒
さ
厳
し
い
冬
。

人
間
の
皆
さ
ん
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
私
た
ち
に
も
つ
ら

い
シ
ー
ズ
ン
な
ん
で
す
。

で
も
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
長

浜
は
、
山
や
琵
琶
湖
、
広
大
な

田
ん
ぼ
も
あ
っ
て
、
厳
し
い
冬

を
過
ご
す
に
は
う
っ
て
つ
け
！

長
浜
は
ま
さ
に
「
冬
鳥
た
ち
に
選

ば
れ
た
ま
ち
」
な
の
で
す
。

こ
れ
を
知
っ
た
ら
、

私
た
ち
に
親
し
み
を

持
っ
て
も
ら
え
る
は

ず
で
す
よ
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、

湖
岸
や
公
園
、
家
の

庭
先
な
ど
、
皆
さ
ん

の
身
近
で
見
ら
れ
る

鳥
ば
か
り
。
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ま
ず
は
王
道

冬
の
三
大
ス
タ
ー

　
　
時
々
み
ん
な
で
鳴
き
合
っ
て
ダ
ン

ス
を
し
て
い
る
よ
う
な
光
景
が
見
ら
れ

ま
す
が
、
実
は
ケ
ン
カ
騒
ぎ
。
小
競
り

合
い
が
始
ま
る
と
み
ん
な
が
ワ
イ
ワ
イ

集
ま
っ
て
き
て
大
騒
ぎ
に
！
で
も
、
そ

の
結
果
な
ぜ
か
ケ
ン
カ
が
収
ま
り
ま
す
。

お互いの愛情を確かめ合う「ラブリ
ング」の様子です。胸とくちばしを
くっつけ、ハートの形を作ります。
仲のいい夫婦のことを「オシドリ夫
婦」といいますが、実は「１年契約」。
ペアを変えずに、ずっと添い遂げる
コハクチョウの方が理想の夫婦とい
えるでしょう。

● 見られる場所…高月～びわの水
田、琵琶湖岸など

チャームポイントは小さなお目めとオレンジの
太い足。天然記念物として丁重に保護されてい
ます。長浜が日本の分布の南限で、オオヒシク
イが越冬のため飛来することでも有名。また、
雁行（ガンの編隊飛行）が見られるのは、近畿
地方では長浜が唯一の地域です。

● 見られる場所…西池、琵琶湖岸など

するどい眼光に威厳を感じさせられます。翼
を広げると240cmほどにもなるため、“畳が飛
んでいる"と表現する人も。オオワシの夫婦は、
冬の間は別居生活。単独で越冬します。

● 見られる場所…山本山、大浦湾、湖北野鳥セ
ンター

コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

オ
オ
ヒ
シ
ク
イ

オ
オ
ワ
シ

優
雅
？
い
や
い
や
実
は

田
ん
ぼ
で
大
騒
ぎ

長
浜
の
V
I
P
!
だ
け
ど

女
王
様
降
臨
！

　
　
そ
の
名
の
と
お
り
水
草
の

「
ヒ
シ
の
実
」
が
大

好
物
。
だ
け
ど
、

硬
い
の
で

ほ
と
ん
ど
丸

飲
み
…
。
だ
か

ら
、
お
腹
の
中

の
ヒ
シ
の
実

を
ゆ
ー
っ
く

り
消
化
す
る
た
め
に
、

食
べ
る
以
外
は
ほ
と
ん

ど
寝
っ
ぱ
な
し
。
食
っ

ち
ゃ
寝
が
大
好
き
な
の
ん
び
り

屋
さ
ん
で
す
。

　
　
湖
北
町
の
山
本
山
に
毎
年
１
羽

の
オ
オ
ワ
シ
が
飛
来
し
ま
す
。
も

う
19
年
も
続
け
て
や
っ
て
来
て

い
る
の
で
「
山
本
山
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
」
と
か
「
女
王
様
」

な
ん
て
呼
ぶ
人
も
。
１
㎞

以
上
離
れ
た
魚
を
見
つ
け

る
驚
異
的
な
視
力
で
、

水
の
中
も
は
っ
き
り
見

え
る
ん
だ
っ

て
！
（
驚
）

　
　
時
々
み
ん
な
で
鳴
き
合
っ
て
ダ
ン

　
　
時
々
み
ん
な
で
鳴
き
合
っ
て
ダ
ン

　
　
そ
の
名
の
と
お
り
水
草
の

　
　
湖
北
町
の
山
本
山
に
毎
年
１
羽
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ま
と
め
て
﹁
小
鳥
﹂
と
よ
ば
な
い
で

　
　
森
や
林
に
も
私
た
ち
の
よ
う
な
小
さ
な
野
鳥
が
た
く
さ
ん
生

活
し
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
小
鳥
に
見
え
て
も
、
い
ろ
ん
な
種

類
の
鳥
が
い
る
ん
で
す
よ
。
個
性
豊
か
な
鳥
た
ち
に
会
い
に
、
近

所
の
公
園
や
森
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
彼
ら
は
大
陸
で
子
育
て
し
、
冬
に
な
る
と
日
本
海

を
越
え
て
日
本
に
や
っ
て
来
ま
す
。
毎
年
同
じ
鳥
が
同

じ
場
所
に
縄
張
り
を
作
る
の
で
、
馴
染
み
の
あ
る
人
も

多
い
か
も
？

　
彼
ら
は
縄
張
り

意
識
が
強
く
て
、
い

つ
も
隣
ど
う
し
で

小
競
り
合
い
。
時
々

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
車
の
サ
イ
ド
ミ

ラ
ー
に
写
る
自
分

の
姿
を
ラ
イ
バ
ル

だ
と
勘
違
い
し
て
、

突
っ
つ
き
に
来
る

子
も
い
る
よ
。

　
　
コ
ゲ
ラ
は

日
本
で
一
番

小
さ
な
キ
ツ
ツ

キ
の
仲
間
で

す
。
ク
リ
ク
リ

お
目
め
の
か
わ

い
い
木
こ
り
で

す
。
木
の
幹
を

強
く
叩
い
て

「
ド
ロ
ロ
ロ
ロ

ロ
ロ
ン
」
と
い

う
音
を
立
て
ま

す
。
叩
く
速
さ

は
１
秒
間
に
25
回
と
も
！
大
き
な
爪
の
あ
る
足
で
木
の
幹

を
が
っ
ち
り
つ
か
ま
え
て
何
度
も
木
を
つ
つ
く
姿
を
見
る

と
、
そ
ん
な
に
速
く
頭
を
振
っ
て
、
ど
う
し
て
大
丈
夫
な

ん
だ
ろ
っ
て
い
つ
も
不
思
議
…
。

【カラ類の混群】
シジュウカラ、ヤマガラ、
ヒガラ、エナガなどのカラ
類は、みんなで集まって森
の中で暮らしています。好
きな食べ物も暮らし方もみ
んな違いますが、とても仲
良しです。群れの名前は、「カ
ラ類の混群」と呼ばれてい
ます。息をひそめてじっと
していると、たくさんの小
鳥たちがすぐ近くまで来て、
じっくり観察できます。

ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ

コ
ゲ
ラ

毎
年
や
っ
て
く
る
律
儀
な
子

小
さ
い
木
こ
り
さ
ん

火打石を打つような「カッカッカッ…」
という鳴き声と、「ヒッヒッ…」という鳴
き声から、「火を焚く」の意でヒタキと名
前がつきました。尾羽をプルプルプルと
小刻みに震わせるのが特徴です。

● 見られる場所…民家の庭先、豊公園など

体長17㎝ほどの小さなキツツキ。「ギ
～ィ」という独特の声で存在がわかり
ます。カラ類の混群に混じっているこ
とが多く、小柄な体で木の幹を縦にス
ルスルと登る姿がとてもかわいいです。

● 見られる場所…森のある公園、虎御
前山など

　
　

　
　
彼
ら
は
大
陸
で
子
育
て
し
、
冬
に
な
る
と
日
本
海

　
　
彼
ら
は
大
陸
で
子
育
て
し
、
冬
に
な
る
と
日
本
海

　
　
コ
ゲ
ラ
は
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私
た
ち
エ
ナ
ガ
は
体
長
14
㎝
、
体
重
７
g
（
１
円
玉
７
枚
分
！
）
ほ

ど
の
と
て
も
小
さ
な
小
鳥
。
し
か
も
体
長
の
半
分
が
長
い
尾
羽
な
の
で
、

実
際
は
も
っ
と
小
さ
く
見
え
ま
す
。

　
寝
る
と
き
は
１
本
の
枝
に
お
し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
し
な
が
ら
集
ま
っ
て

寝
ま
す
。
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
に
集
ま
っ
て
毛
玉
み
た
い
に
ま
る
ま
っ
た
姿
は

「
か
わ
い
い
」
と
み
ん
な
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

エ
ナ
ガ

食
べ
ち
ゃ
い
た
い
可
愛
さ

繁殖期以外は10羽程度の集団で
生活します。ジュルル…という
独特の声で鳴き合って、森の中
を移動しながらクモなどの小さ
い虫を探して生活しています。
非常に小さく、枝にぶら下がっ
たり器用に動き回ります。

● 見られる場所…森のある公園、
南浜の緑地など

　
野
鳥
の
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
昆
虫
・
魚
・
植
物
な

ど
、
自
然
の
こ
と
な
ら
何

で
も
分
か
る
の
が
湖
北
野

鳥
セ
ン
タ
ー
。
望
遠
鏡
で

鳥
を
観
察
し
な
が
ら
説
明

を
聞
け
る
の
で
、
初
め
て

の
人
で
も
鳥
の
す
べ
て
が

分
か
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、

鳥
の
名
前
だ
け
で
な
く
、

望
遠
鏡
の
使
い
方
か
ら
親

切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、

展
示
も
充
実
。
子
ど
も
も

大
人
も
、
さ
ら
に
楽
し
く

学
べ
る
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

湖北野鳥センター
【開館時間】９時～16時30分
【休 館 日】毎週火曜日（祝日の場合はその翌日）
　　　　　 年末年始（12月29日～１月３日）
※特別開館時を除く
【入 館 料】高校生以上　200円
　　　　　 小・中学生　100円
　　　　　 （市内の小中学生は無料）
【住　　所】湖北町今西地先
【電　　話】79－1289

野
鳥
だ
け
じ
ゃ
な
い

自
然
の
こ
と
な
ら
こ
こ
！

湖
北
野
鳥
セ
ン
タ
ー

▲大型モニターや掲示板にも野鳥の情報がいっぱい。

▲水槽展示では、魚や水辺の生物が観察できます。▲広々としたスペースで、観察しやすくなりました。

　
　
私
た
ち
エ
ナ
ガ
は
体
長

年
末
年
始
の

　
　特
別
開
館

　
年
末
や
お
正
月
も
、
鳥

た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。

【
開
館
日
】

12
月
29
日（
木
）・
30
日（
金
）

１
月
２
日（
月
）・
３
日（
火
）
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（任期:平成28年12月１日～平成31年11月30日）※未定の地区は担当課まで問い合わせてください。

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

　
　主
任
児
童
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
お
年
寄
り

や
子
ど
も
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
、
生

活
に
困
っ
て
い
る
人
な
ど
の
相
談
に
応

じ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
必
要
な
支
援

活
動
を
行
う
人
た
ち
で
す
。

　民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
、
守
秘
義

務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
暮
ら
し
の
中
で
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

担
当
す
る
地
域
に
お
い
て
、
常
に

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
助
言
や
援
助
、
情
報
提

供
を
行
い
ま
す
。

※
民
生
委
員
は
、
児
童
委
員
を
兼
ね

て
い
ま
す
。

◆
主
任
児
童
委
員
と
は

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門

的
に
担
当
す
る
の
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
で
す
。
担
当
地
区
の
児
童
委

員
と
児
童
福
祉
に
関
す
る
機
関
と
の

連
絡
調
整
や
協
力
を
行
い
ま
す
。

地域住民の立場に立って、相談・支援活動を行う
民生委員・児童委員、主任児童委員は、次の皆さんです

氏　　名 担当自治会名
布本　俊一 郡上、北呉服、南呉服東
田辺　清子 相生、祝、大手
入江　康雄 南呉服上、南呉服元、南呉服南
　未　定 殿
小西　信行 公園

森　さゑ子 豊公園前弐番館、公園新、鐘紡
町緑風苑

上野　孝 長浜駅西、大島

石﨑　德則 横、西本、東本、北船東、北船
北、北船南

清水　康治 八幡、永保、箕浦、紺屋
丸山　スミ子 南船、船山
山岡　芳史 栄船
眞杉　民子 南新、上田、中田
川瀨　圭彦 下田、田旭
田中　三郎
西田　加代子

主任児童委員（第6～第9連合） 
主任児童委員（第6～第9連合） 

若森　みつ江 八幡東
清水　良隆 八幡東
西濵　正芳 南川、八幡泉
髙田　正幸 南高田
中嶋　一誠 東高田
辻　義則 東高田
橋口　惠永 三和

氏　　名 担当自治会名
𠮷村　三津子 一の宮、八幡中山南
髙山　純次 月見ヶ丘、神前東
　未　定 神前西、北門前、米川

引山　知世夫 御坊東、神前栄、三の宮北、三
の宮中、三ノ宮南

水永　安彦 神前上
菅谷　來 高田東、高田北
森野　加容 高田、高田中
谷口　佐代子 高田西
中川　みよ子 片、神戸、伊部

若森　美加 南片、宮、金屋、錦南、グラン・
ブルー長浜表参道

大野　貴司 十軒、御堂前

川　久 三ツ矢南、三ツ矢中東、大通
寺、中三ツ矢

岡本　保男 東三ツ矢北、東三ツ矢中
西堀　和彦 東三ツ矢南、三ツ矢新道、京

宮師　健一郎 三ツ矢北、仏光寺、北三越、南
三越

中森　信雄 北日吉、中日吉、三ツ矢新
中橋　勇一 南日吉
沢尾　珠枝
川村　富沙江

主任児童委員（第1～第5連合） 
主任児童委員（第1～第5連合） 

問
社
会
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
６
）

長
浜
第
一
地
区
民
児
協

長
浜
第
二
地
区
民
児
協

六
荘
地
区
民
児
協
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（任期:平成28年12月１日～平成31年11月30日）
新しい民生委員・児童委員

氏　　名 担当自治会名 
平野　秀治 地福寺

川合　秀一 平方

中井　博 平方、平方北
井　正則 四ツ塚

福永　雅子 勝
德田　つる 大辰巳、永久寺
西川　京子 室
中川　隆子 大戌亥
西河　三男 下坂中、寺田
廣内　正雄 田村、高橋
浅野　陽山 下坂浜
福嶋　一夫 平方南
居川　幸三 柳
藤田　長昭 勝北
川㞍　雅彦 弥高
常盤　秀美 主任児童委員（六荘地区）
浅見　行子 主任児童委員（六荘地区）
米田　安廣 宮司東
中井　眞知子 宮司西
中井　傳一 宮司西
德田　吉行 小堀、コーポ小堀
福永　礎 大東、今川
井関　甚志 七条東、七条中
辻　栄一 七条西、七条新
中島　幸雄 南小足、南田附東
粕淵　きさ子 新栄
前川　朱美 日の出
加納　藤太郎 加納
中村　庄衞 榎木
水野　知義 南田附西
角田　功 小足新

竹川　豊司 小足北

清水　洋美 加納新
丸橋　二三子 小堀新
木野　眞由美 主任児童委員（南郷里地区）
荒田　喜美子 主任児童委員（南郷里地区）
中井　清剛 川崎、山階
廣部　武夫 口分田
大谷　正行 保田、泉
川﨑　育子 今
國友　直子 国友東、国友西
瀧本　登茂子 新庄寺（1区）（4区）
野々口　容子 新庄寺（2区）（3区）（5区）
荒川　佳美 新庄中、新庄馬場
林　樹 小沢、下之郷東、下之郷中
森　義男 下之郷西、森
北川　義明 相撲
瀧上　正昭 祇園元

氏　　名 担当自治会名
畑澤　宏美 列見
鈴木　良嗣 十里
長谷　武二 神照東、神照西
田邉　恒生 神照東、シティライフ
辻村　行雄 神照西
武 　眞砂子 八幡中山
坂東　容子 八幡中山
杉山　正 中山
平川　治 分木
長谷川　悦次 北新東、北新北、北新暁
中川　吉博 北新西、北新南
堀　直美 上祇園
前田　滋津夫 美浜、緑ヶ浜
大澤　規夫 八幡中山栄
安賀　正男 十里南新
嘉瀬井　豊 相撲西
野田　千代子 主任児童委員（神照地区）
藪内　久美子 主任児童委員（神照地区）
八木　和弘 春近
木下　孝広 石田
一居　康雄 石田
名内　幸男 堀部
若林　修一 保多、垣籠
中嶋　悦子 東上坂
我　健 西上坂

中川　義隆 千草東
北川　保彦 千草東
花澤　三千子 千草中
花澤　久行 千草西
本庄　茂博 千草西
菅原　碩信 主任児童委員 （北郷里地区）
林　栄子 主任児童委員 （北郷里地区）
若林　宏 八条
濵田　美佳 本庄、本庄新
田邊　比佐子 常喜東、常喜西、常喜新
北村　與作 鳥羽上北、鳥羽上南、名越
居　昇 布勢、小一条

中川　久義 加田東、加田北
川﨑　昊 加田西、加田南、加田今
宮部　冨美代 加田新、加田栄、加田促進

清水　聖子 主任児童委員 （西黒田・神田
地区）

大橋　正子 主任児童委員 （西黒田・神田
地区）

辻井　知男 内保
國松　里美 内保
清水　保三 大路、中瀬、大路楽門
松村　吉洋 三田
久保田　泉 大依
片桐　達夫 八島

六
荘
地
区
民
児
協

南
郷
里
地
区
民
児
協

神
照
地
区
民
児
協

神
照
地
区
民
児
協

北
郷
里
地
区
民
児
協

浅
井
地
区
民
児
協

西
黒
田
神
田
地
区
民
児
協
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氏　　名 担当自治会名
伊藤　英司 尊勝寺、平塚、山ノ前
千田　幸次 西野、尊野、湯次
按察　㐮爾 高畑、力丸、池奥
岩崎　賢 野田、木尾
奥出　克美 上野、小室、黒部
植谷　和子 竜安寺、谷口、北野
佐竹　重賢 瓜生、田川、須賀谷
草野　一省 北ノ郷、東野
草野　弘之 小野寺、醍醐、徳山、高尾
清水　尚子 飯山、当目
山﨑　直美 大門、乗倉
三原　明美 西主計、東主計、南郷
田中　重雄 相撲庭
藤　知行 今荘、佐野
北川　佳代子 南池、北池、法楽寺
田中　佐代子 野村
押谷　八惠子 野瀬
宮元　善也 草野
髙山 安右エ門 高山
嶋田　光志 寺師、西村、太田
角川　章夫 郷野
椙村　光喜 鍛冶屋、岡谷
伊吹　安夫 浅井高原
近藤　富代 浅井高原

山岡　辰子 新三田、西新三田、北新三田

堤　勝 野上
金森　昌子 主任児童委員（浅井地区）
伊吹　鈴子 主任児童委員（浅井地区）
川﨑　正代 細江
中川　泰彦 曽根、御館
大岡　和子 曽根
松嶋　孝雄 錦織、落合
澤村　はる美 難波、新居、野寺
西川　正人 八木浜
勝木　育子 大浜町、中浜
松井　弘子 南浜
西山　富代 川道
中川　登美子 川道
眞壁　榮 小観音寺、稲葉、弓削、香花寺
阿部　總男 富田、北富田、十九
中辻　孝子 上八木、下八木
𠮷川　静夫 早崎、下益田
野坂　尚宏 益田、安養寺
竹中　和代 鶴ヶ島、みずべの里
川瀬　晃 主任児童委員（びわ地区）
⻆田　静雄 主任児童委員（びわ地区）

氏　　名 担当自治会名
橋井　二郎 唐国
　未　定 月ヶ瀬
　未　定 虎姫本町
北川　清治 大寺
川合　一弘 中野
安田　源六 三川
岩㟢　良民 宮部
福永　豊子 宮部
豊原　勝文 大井
松塚　ちよゑ 西大井
　未　定 桜町
　未　定 桜町
北川　美代子 桜町
佐藤　キミコ 柿ノ木
藤田　静代 長田
梅塚　清隆 新旭町
中嶋　守 新旭町
藤田　義信 新旭町
三谷　新治 酢
西村　光之 五村
野阪　美保子 田
貴山　明 主任児童委員（虎姫地区）
　未　定 主任児童委員（虎姫地区）
速水　久行 小谷郡上、小谷美濃山
木下　善正 小谷上山田、下山田
伊賀並 ふじ子 二俣、小谷丁野
𦚰坂　肇 小谷丁野
山口　幸代 山脇、河毛
藤田　美惠子 別所、留目、小谷伊部
岸田　俊夫 小今、賀
松山　久子 馬渡

藤木　吉晴 大安寺、南速水、小倉

中山　茂子 湖北高田
北川　澄子 速水
萬代　勝重 速水
南部　久男 八日市、青名
武田　均 猫口、沢、湖北今
牧井　政夫 山本
朝日　明美 山本
松川　一成 五坪、大光寺、田中
長瀬　成実 海老江
　未　定 延勝寺
丸岡　英明 今西
細江　善彦 津里、石川、東尾上
中村　藤茂明 尾上
西村　みち子 主任児童委員（湖北地区）
小畑　とし子 主任児童委員（湖北地区）

（任期:平成28年12月１日～平成31年11月30日）

新しい民生委員・児童委員

浅
井
地
区
民
児
協

虎
姫
地
区
民
児
協

湖
北
地
区
民
児
協 び

わ
地
区
民
児
協
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（任期:平成28年12月１日～平成31年11月30日）
氏　　名 担当自治会名　　　　　　　　　   

小澤　義信 井口
山内　佳代 持寺、洞戸、高月尾山、保延寺
天守　正博 雨森
小森　節男 高野
宮﨑　春枝 新井口
日野　茂子 柏原
河下　久子 新柏原
藤森　了堅 渡岸寺、落川
横田　光子 馬上
久呉　美知子 森本
高橋　義達 高月（第1・第2町内会）
藤井　廣司 高月（第3・第4町内会）
村井　重良 高月（第5・第6町内会）
宮田　重己 宇根
山岡　孝明 東阿閉
弓削　一郎 東柳野、柳野中、西柳野
川﨑　峰夫 重則、松尾、高月西野
岩田　雅男 熊野、片山
西川　広子 西阿閉
鈴木　浩 高月東高田、高月布施、横山
福田　義本 唐川
岩中　照子 東物部
上松　智子 西物部、磯野
田中　洋子 主任児童委員（高月地区）
細江　かよ子 主任児童委員（高月地区）
山田　博 金居原
川口　真理 杉野
白髭　昭子 杉本、音羽
林　一葉 大見
田中　孝子 川合
髙橋　哲夫 古橋
大谷　健 石道
三好　隆男 木之本小山
西村　幸子 木之本

藤田　保男 木之本

田中　千里 木之本
小森　正行 木之本
前川　博之 木之本
　未　定 木之本

浅井　加代子 廣瀬

早川　紀久子 廣瀬
浅井　幸子 廣瀬
阪本　路弘 廣瀬
上田　邦之 廣瀬
井駒　千惠子 廣瀬
藤田　賢司 黒田、黒田新町、駅前黒田
辻　佳子 黒田、黒田新町、駅前黒田
杉本　幸久 アットリ

氏　　名 担当自治会名
田部　富子 田部
本田　修 千田
川越　睦美 大音、飯浦、山梨子
高橋　律子 西山
前川　耕一郎 田居
二宮　典子 北布施
川合　行雄 赤尾
山表　春代 主任児童委員（木之本地区）
藤田　登喜子 主任児童委員（木之本地区）
吉井　秀之進 坂口
間所　日出司 下余呉
中村　すみ子 下余呉
正木　忠郎 中之郷（北組、東組）
三段﨑　靜子 中之郷（西組、南組）
北條　政人 八戸、川並
　未　定 下丹生、摺墨
加茂　冨美江 上丹生
嵐　辰夫 菅並
伊吹　美乃里 文室、国安
山田　健一 余呉東野（1～4組）
吉原　けい子 余呉東野（5～7組）
東野　了 今市
國友　正章 新堂、池原
成瀬　正彦 小谷、柳ヶ瀬
田川　政美 椿坂
中山　登 中河内
浅井　美和子 主任児童委員（余呉地区）
髙田　峰子 主任児童委員（余呉地区）
鷦鷯　全紀 塩津浜

雨森　敦子 祝山、野坂

辻　慶一 塩津中
野坂　茂幸 余、余南
佃　隆一 集福寺
橘　敏則 沓掛
窪田　亮二 横波
岩谷　珠紀 岩熊、月出
田中　誠一 大浦
岩佐　逹己 菅浦
松井　勝子 八田部
坂井　冨子 山田、西浅井小山
谷口　常藏 山門
西尾　平 郎 中
中筋　光芳 庄
安藤　清和 黒山
熊谷　みよ子 主任児童委員（西浅井地区）
司馬　祐美 主任児童委員（西浅井地区）

新しい民生委員・児童委員

高
月
地
区
民
児
協

木
之
本
地
区
民
児
協

木
之
本
地
区
民
児
協

余
呉
地
区
民
児
協

西
浅
井
地
区
民
児
協
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平成 29年度入札参加資格審査申請を受け付けます
 問契約検査課（☎６５－６５０７）

税金の納め忘れはありませんか
 問滞納整理課（☎６５－６５１７）

　市が発注する建設工事や委託業務（コンサルタント等）、物品調達について、平成29年度の入札参加資格審査

申請を受け付けます。※受付期間終了後の受付は一切できませんのでご注意ください。

【物品調達】

対象者
登録を希望するすべての事業者
※ 今回の登録申請は、定期更新年の扱いとなりますので、登録を希望するすべての事業者が対象に
なります。（平成28年度の登録は引き継がれません）

受付日
高月支所１階（１－A会議室） １月13日（金）

本庁西館５階（５－B会議室） １月17日（火）、18日（水）、19日（木）、20日（金）

【建設工事・委託業務（コンサルタント等）】

対象者

①新規に登録を希望するすべての事業者
②市内業者（市内本店および市内営業所）は毎年度更新となります。
③市外業者で平成28年度に登録した現有資格者のうち、希望業種等の変更希望者
※③について、希望業種等の変更がない場合は中間年につき申請の必要はありません。

受付日
高月支所１階（１－A会議室） １月26日（木）、27日（金）

本庁西館５階（５－B会議室） １月31日（火）、２月１日（水）、２日（木）、３日（金）、６日（月）

【その他】
・建設工事と委託業務を重複して登録することはできませんが、それぞれと物品調達は重複して登録できます。

【配布場所】契約検査課〈西館５階〉、北部振興局地域振興課・各支所
・詳しくは市ホームページをご覧ください。

・申請用紙等は12月中旬頃から配布する予定です。ホームページからダウンロードすることもできます。

12月は「ストップ滞納 ! !  強化月間」です
　皆さんに納めていただく県税や市税は、福祉・教育など身近な行政サービ

スに使われる大切な財源です。

　12月を「ストップ滞納!!強化月間」として、税の公平な負担の観点から、

一斉に滞納整理を強化します。未納のまま放置されますと、預貯金・給与等

の差押えや自宅の捜索等滞納処分を受けることがあります。もう一度、納め

忘れがないかお確かめください。

　また、県と県内市町では、公平な税負担と税収の確保を図るため、「滋賀
地方税滞納整理機構」を設置し、連携・協働して県税と市税の滞納整理を推
進しています。

【問合せ】
県税に関して──東北部県税事務所納税課 （☎６５－６６０６）

市税に関して──滞納整理課 （☎６５－６５１７）
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育
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に
一
役
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問
市
民
活
躍
課
（
☎
６
５

－

８
７
２
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）

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
お
持
ち
の
土
地
・

家
屋
に
は
、
固
定
資
産
税
や
都
市
計
画
税

（
市
街
化
区
域
内
の
み
）
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
28
年
中
に
次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か

を
行
っ
た
人
は
、
平
成
29
年
度
の
税
額
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
12
月
28
日

（
水
）
ま
で
に
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
28
年
中
に
不
動
産
登
記
を
し
た
場
合

は
連
絡
不
要
で
す
。

①
家
屋
を
取
り
壊
し
た

② 

住
宅
か
ら
非
住
宅
︵
事
務
所
・
店
舗
・
倉

庫
な
ど
︶
へ
、
ま
た
は
非
住
宅
か
ら
住
宅

へ
家
屋
の
用
途
変
更
を
し
た

③ 

売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
未
登
記
家
屋

の
所
有
者
を
変
更
し
た

④ 

家
屋
を
新
増
築
し
た
︵
プ
レ
ハ
ブ
物
置
な

ど
を
含
む
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な
お
、
平
成
28
年
中
に
取
り
壊
し
た
家
屋

の
連
絡
が
平
成
29
年
１
月
以
降
に
な
っ
た
場

合
は
、
解
体
業
者
の
「
取
り
壊
し
証
明
書
（
取

り
壊
し
日
を
証
明
す
る
も
の
）」
が
別
途
必

要
に
な
り
ま
す
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宝
く
じ
の
助
成
を
受
け
て
、

新
庄
馬
場
町
自
治
会
が
、
公
園

遊
具
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
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こ
の
助
成
は
、（
一
財
）
自

治
総
合
セ
ン
タ
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が
、
宝
く
じ

の
収
益
を
地
域
に
還
元
す
る
た

め
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、

今
後
、
さ
ら
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
が
推
進
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲公園遊具

　
子
育
て
・
新
婚
世
帯
の
新
築
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宅
に
対
す

る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、
納
税
額
相
当
分

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
助
成
対
象
に
あ

て
は
ま
る
人
は
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
度
が
変
わ
る
と
助
成
が
受
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
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世
帯
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請
時
に
次
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い
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れ
か
に
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し
、
世

帯
全
員
の
合
計
所
得
が
１
，
２
０
０
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円
以

下
の
世
帯

① 
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歳
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満
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扶
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居

す
る
世
帯
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婚
後
１
年
以
内
で
、
夫
婦
と
も
に
満
45

歳
未
満
の
世
帯

︻
対
象
住
宅
︼

　
平
成
26
年
１
月
２
日
か
ら
平
成
27
年
１
月

１
日
ま
で
に
新
築
さ
れ
、
固
定
資
産
税
の
減

額
措
置
の
適
用
を
受
け
た
住
宅

︻
対
象
者
︼

　
申
請
時
に
対
象
世
帯
に
属
し
、
か
つ
対
象

住
宅
を
所
有
し
、
居
住
し
て
い
る
人
で
、
ま

だ
今
年
度
の
助
成
金
の
申
請
を
行
っ
て
い
な

い
人

︻
助
成
期
間
︼

　
新
築
さ
れ
た
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税

の
減
額
措
置
の
適
用
を
受
け
た
翌
年
度
か
ら

３
年
間
（
た
だ
し
、
申
請
は
毎
年
度
、
過
年

度
分
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

︻
集
中
受
付
期
限
︼

　
平
成
29
年
１
月
31
日
（
火
）
ま
で

︻
申
請
方
法
︼

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
長
浜
市
居
住
促
進
事

業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

平
成
27
年
１
月
２
日
〜
平
成
28
年
１
月
１

日
新
築
分
は
平
成
29
年
度
か
ら
、
平
成
28

年
１
月
２
日
〜
平
成
29
年
１
月
１
日
新
築

分
は
平
成
30
年
度
か
ら
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

11月７日（月）
緑豊かな竹生島を目指して　
　竹生島にかつての緑を取り戻そうと、「タブノキ再生プロジェ
クト」が行われました。平成25年度から実施されているもので、
今年はびわ地域づくり協議会が、びわ北小児童や滋賀県立大学
の生徒ら約70名とともに竹生島に渡り、タブノキの実生苗を採
取する活動を行いました。
　参加者らは、しっかり苗を育て、竹生島に丈夫な木を植え戻
したいと意気込んでいました。

11月５日（土）
戦争のない平和な世界を
　虎姫文化ホールで「長浜市平和祈念式典」が開催され、戦没
者の遺族、市内小中学生、各関係機関など約300人が出席しまし
た。
　愛する人の命、夢や希望を奪い、悲しみや憎しみを生みだす
戦争をこの世からなくし、世界の恒久平和を実現しようと思い
を共有。虎姫中学校生徒による戦跡訪問事業の感想文発表や、
平和を願う合唱や曲の演奏があり、一人ひとりが戦争の悲しみ、
平和への思いを胸に刻みました。

11月６日（日）
きものの魅力を伝えます
　曳山博物館前広場で「2017きものの女王選出大会」が開催さ
れ、18人の女性が艶やかな着物姿を披露。趣味や特技、着物へ
の思い入れなどをPRする１部審査と、ステージ上を歩き、表情
や動きで着物の美しさを表現する２部審査に挑みました。
　選ばれたのは、長浜市の中村彩乃さんと中西真理さん、東近
江市の池内瑞希さんの３人。これから１年間、着物の魅力を伝
えるために様々なイベントに出席する予定です。

11月５日（土）
余呉湖畔に集いました
　毎年恒例の「余呉湖まつり」が、余呉湖畔の観光館駐車場で
開催されました。
　この秋採れた地元野菜やお米の販売、池原そばやみたらし団
子などの模擬店で賑わったほか、ステージでは天舞賤ヶ岳によ
るよさこい、ご当地ユニットCan'ce浜姫のコンサートなどで大
いに盛り上がりました。地元中学生もボランティアとして運営
に関わるなど、まさに地元手作りのイベントとなりました。

女王に選ばれた池内さん、中村さん、中西さん（左から）
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ながはま 見聞録 Nagahama Hotnews

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報課（☎65－6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

「長浜　ほっとにゅーす」 検索

10月23日（日）
手に汗握る白熱のレース　
　山本山運動広場運動場で「KIDSランバイクKOHOKUカップ」
が開催されました。
　足で地面を蹴って走る「バランスバイク」を使用したレースイ
ベントで、３歳～５歳の約30人が参加。無邪気にはしゃいでいた
子どもたちも、スタートラインにつくと真剣な眼差しに。スター
トの合図で勢いよく飛び出し、コーナーを鋭く攻めてゴールを目
指します。表彰式では、シャンパンファイトで盛り上がりました。

10月29日（土）～30日（日）
各地の祭りが長浜に集結！
　地域伝統芸能全国大会「日本の祭りinながはま2016」
が中心市街地、長浜文化芸術会館、JR木ノ本駅周辺、
浅井文化ホールで開催されました。
　今大会は、今年の「高円宮殿下記念地域伝統芸能賞」
に、ユネスコ無形文化遺産登録間近の長浜曳山祭が選
ばれたことを記念して長浜で開催。各地に伝わる祭り
や踊りが観られるとあって、のべ10万人もの観客が来
場。まちが祭り一色に染まりました。
　歩行者天国となった長浜駅の駅前通りにはレッド
カーペットが敷かれるなど華やかな演出が見られたほ
か、木之本会場も駅前を中心に大いに賑わいました。

▲阿波おどり▲丹生茶わん祭

▲長浜曳山祭
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心
の
ケ
ア
を
考
え
る
会 

例
会
の
お
知
ら
せ

12
月
29
日（
木
）・
30（
金
）は

ゴ
ミ
の
持
込
み
が
可
能
で
す

問
環
境
保
全
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

市政の動き
（10月16日～11月15日）

市役所等で行われた会議について、その内容を概略で
お知らせします。詳しくはホームページまで。

会議名など 内　容

10月17日（月）
第10回観音文化ネットワーク会議
担当課:総合政策課（☎65－6505）

今夏開催された東京観音展Ⅱの開催結果および来場者アンケー
ト結果について、事務局から報告説明を受け、今後の観音文化振
興の取り組みについて意見交換しました。

10月25日（火）
長浜市児童発達支援センターおよび長浜市こ
ども療育センター療育検討委員会
担当課:しょうがい福祉課 （☎65－6904）

昨年度の長浜市こども発達支援事業の報告と現状について説明
を受け、課題点を検討しました。また、センターの利用に関する調
整会議の状況報告を受け、利用者の受け入れ体制や支援などにつ
いて協議しました。

10月25日（火）
長浜市景観審議会専門部会
担当課:都市計画課 （☎65－6562）

平成28年度長浜景観広告賞の選定（第１次審査）を行い、10点を最終
選考候補として選定しました。

11月１日（火）　
第５回長浜市都市計画マスタープラン改定
委員会　担当課:都市計画課 （☎65－6562）

長浜市都市計画マスタープラン最終案および資料編について、市
から説明を受けて審議するとともに、内容の最終確認を行いまし
た。

11月１日（火）
第２回長浜市子ども・子育て会議
担当課:子育て支援課（☎65－6514）

長浜市子ども・子育て支援事業計画について事務局から説明を受
け、質疑応答および意見交換を行いました。

11月９日（水）
第16回ながはま０次予防コホート事業審査会
担当課:健康推進課（☎65－7779）

事業計画および個別研究計画等が条例（ながはまルール）に基づ
き適切に実施されるかについて、京都大学大学院医学研究科から
の説明を受け、質疑応答・審査を行いました。

11月10日（木）
第２回長浜市地域包括支援センター運営協議会
担当課:高齢福祉介護課（☎65－7841）

地域包括支援センターの平成28年度上半期活動実績の報告を受
けました。

11月10日（木）
第６回豊公園再整備基本計画検討委員会
担当課:都市計画課 （☎65－6541）

施設計画と整備計画・工事計画と管理運営計画・パブリックコメ
ントの実施について意見聴取しました。

11月11日（金）
第２回長浜市総合教育会議
担当課:総合政策課 （☎65－6505）

長浜バイオ大学を会場に、長浜市の理系人材育成事業について事
務局から説明を受けました。また、中学生が受講している長浜学
びの実験室の見学を行った後、意見交換を行いました。

　
が
ん
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
と
医
療
関
係
者
が
、
互
い
の
思

い
を
語
り
合
う
お
茶
会
で
す
。
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
参
加
く
だ

さ
い
。

︻
と
　
き
︼
12
月
11
日
（
日
）　
11
時
〜
14
時

︻
と
こ
ろ
︼
六
荘
公
民
館
（
勝
町
）

︻
参
加
費
︼
５
０
０
円

︻
対
　
象
︼
が
ん
患
者
さ
ん
お
よ
び
家
族
、
医
療
関
係
者

︻
持
ち
物
︼
軽
食
や
お
茶
菓
子
等
（
一
品
を
持
ち
寄
り
）

︻
申
込
み
︼
12
月
９
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

　
市
立
長
浜
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
８

－

２
３
５
４

　
ク
リ
ス
タ
ル
プ
ラ
ザ
、
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
お
よ
び
伊
香
ク
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
で
ゴ
ミ
の
持
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
時
間
︵
各
施
設
と
も
︶

　
８
時
30
分
〜
12
時
、
13
時
〜
16
時
30
分

◆
次
回
の
持
込
み
受
付
予
定
日

　
平
成
29
年
１
月
22
日
（
日
）
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な
が
は
ま
０ぜ

ろ

次じ

予
防
コ
ホ
ー
ト
事
業（
０ぜ

ろ

次じ

健
診
）の

参
加
者
募
集
が
終
了
間
近
で
す

問
健
康
推
進
課
（
☎
６
５

－

７
７
５
９
）

　
平
成
29
年
１
月
か
ら
、
市
民
課
・
北
部
振

興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所
の
窓
口
で
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
等
に
関
し
て
、
次

の
３
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

①
顔
写
真
撮
影
サ
ー
ビ
ス

　 

　
申
請
に
必
要
な
顔
写
真
撮
影
を
無
料
で

行
い
ま
す
。

②
申
請
の
受
付
・
支
援

　 

　
申
請
を
受
け
付
け
た
後
、
で
き
た
カ
ー

ド
は
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。（
受
け
取
り

時
に
来
庁
が
不
要
で
す
）

③ 

日
曜
日
も
月
２
回
、
市
民
課
・
北
部
振
興

局
福
祉
生
活
課
で
カ
ー
ド
の
交
付
を
実
施

※ 

申
請
の
受
付
は
、
原
則
午
前
中
の
み
と
な

り
ま
す
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
市
と
京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
が

共
同
で
実
施
し
て
い
る
、
な
が
は
ま
０
次

予
防
コ
ホ
ー
ト
事
業
は
、「
市
民
の
健
康
づ

く
り
」
と
「
医
学
研
究
へ
の
貢
献
」
を
目

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
０
次
健
診
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
健
診

に
加
え
、
血
管
年
齢
や
肺
年
齢
、
骨
の
も

ろ
さ
、
目
や
歯
の
健
診
等
、
普
段
の
健
診

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
1
万
人
を
超
え
る
市
民

の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
度
新

た
な
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
働
き

盛
り
の
40
代
、
50
代
の
皆
さ
ん
、
自
分
自

身
の
か
ら
だ
の
点
検
を
行
う
絶
好
の
機
会

で
す
。

　
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き
、
自
身
の
健
康
づ

く
り
に
役
立
て
る
と
と
も
に
医
学
の
発
展

に
協
力
く
だ
さ
い
。

︻
と
　
き
︼
平
成
29
年
１
月
12
日
（
木
）・

13
日
（
金
）・
14
日
（
土
）・

２
月
３
日
（
金
）・
４
日
（
土
）・

５
日
（
日
）・
６
日
（
月
）

※ 

各
健
診
日
と
も
定
員
に
達
し
次
第
、
予

約
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
な
が

は
ま
ウ
ェ
ル
セ
ン
タ
ー
内
）

︻
参
加
費
︼
無
料

︻
対
　
象
︼

○ 

40
〜
64
歳
の
健
康
な
市
民
で
、
自
身
の

意
思
で
本
事
業
へ
の
参
加
・
協
力
を
決

め
ら
れ
た
人

※ 

60
歳
代
の
募
集
は
受
付
を
終
了
し
ま
し

た
。

○  

自
力
で
健
診
に
参
加
可
能
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
で
き
る
人

（
０
次
健
診
で
は
、
多
く
の
質
問
へ
の
回

答
が
必
要
な
た
め
）

○ 

両
親
の
出
生
地
が
日
本
国
内
で
あ
る
人

（
日
本
人
の
体
質
を
明
ら
か
に
し
、
健
康

や
病
気
と
の
関
連
を
研
究
し
て
い
く
た

め
）

︻
申
込
み
︼
電
話
で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
申
込
先

N
P
O
法
人
健
康
づ
く
り
０
次
ク
ラ
ブ

（
長
浜
市
保
健
セ
ン
タ
ー
湖
北
分
室
内
）

☎
５
０

－

６
２
１
０

※
平
日
　
９
時
〜
18
時

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
等
が

簡
単
・
便
利
に
な
り
ま
す

問
市
民
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
１
）

QRコード

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
あ
れ
ば
こ
ん
な
に
便
利
に

運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
と
同
様
に
、
顔
写
真
つ
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書

と
し
て
も
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

○
住
民
票
の
写
し
　
○
印
鑑
登
録
証
明
書
　

○
所
得
（
課
税
）
証
明
書

６
時
30
分
〜
23
時
　
土
・
日
・
祝
日
も
可

※
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
除
く

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ロ
ー
ソ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
・
サ
ー
ク
ル
K
サ
ン
ク
ス

い
つ
で
も

ど
こ
で
も

手
に
入
る
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み
ん
な
で
防
ご
う
!
高
齢
者
虐
待

問
高
齢
福
祉
介
護
課
（
☎
６
５

－

７
８
４
１
）

展
示
ス
ペ
ー
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い問

総
務
課
（
☎
６
５

－

６
５
６
５
）

な
ぜ
高
齢
者
虐
待
が
起
こ
る
の
？

　
虐
待
が
起
こ
る
要
因
の
ひ
と
つ
に
介
護
者

の
心
身
の
疲
労
や
孤
立
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

経
済
問
題
、
家
族
関
係
な
ど
様
々
な
要
因
が

重
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
虐

待
が
あ
っ
て
も
、
高
齢
者
自
身
や
家
族
等
に

自
覚
が
な
い
場
合
や
、
S
O
S
を
出
せ
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
見
守
り
、
サ
イ

ン
に
気
づ
く
こ
と
が
早
期
発
見
に
つ
な
が
り

ま
す
。

◆
虐
待
と
は

身
体
的
虐
待
… 

殴
る
、
蹴
る
、
自
分
で
動
く

こ
と
を
制
限
す
る

放
棄
・
放
任
… 

食
事
や
入
浴
・
排
せ
つ
な
ど

の
世
話
を
し
な
い
、必
要
な
介

護
や
医
療
を
制
限
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待
… 

怒
鳴
る
、
の
の
し
る
、
嘲
笑

す
る
、
故
意
に
無
視
を
す
る

な
ど

性
的
虐
待
…
… 

お
む
つ
や
下
着
を
外
し
た
ま

ま
放
置
す
る
、
同
意
の
な
い

性
的
接
触
な
ど

経
済
的
虐
待
… 

必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
・

使
わ
せ
な
い
、
本
人
の
意
思

や
利
益
に
反
し
て
預
貯
金
を

使
う
な
ど

高
齢
者
虐
待
と
認
知
症

　
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者
の
多
く
に
、

何
ら
か
の
認
知
症
の
症
状
が
み
ら
れ
ま
す
。

介
護
者
が
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す

る
こ
と
や
、
抱
え
込
ま
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
制

度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
な
ど
、
介

護
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
適
切
な
介
護
や
虐

待
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「もしかして…」と思ったら迷わずにご相談を!
名称 電話番号 担当区域

高齢福祉介護課 ☎６５－７８４１ 長浜市全域

南長浜
地域包括支援センター ☎６５－８３５２ 長浜、六荘、西黒田、神田

神照郷里
地域包括支援センター ☎６５－８２６７ 神照、南郷里、北郷里

浅井びわ虎姫
地域包括支援センター ☎７３－２６５３ 浅井、びわ、虎姫

湖北高月
地域包括支援センター ☎８５－５７０２ 湖北、高月

木之本余呉西浅井
地域包括支援センター ☎８２－３５７０ 木之本、余呉、西浅井

　
市
役
所
の
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
は
、
作
品
等

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
無
料
で
利
用
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

︻
利
用
で
き
る
場
所
︼

本
庁
舎
１
階
　
市
民
交
流
ロ
ビ
ー

※
展
示
板
も
あ
り
ま
す
。

︻
利
用
で
き
る
日
時
︼

月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時

※
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
不
可

︻
利
用
で
き
る
期
間
︼

　
設
置
と
撤
収
を
含
め
、
連
続
14
日
間
ま
で

︻
申
込
方
法
︼

　
利
用
す
る
月
の
２
か
月
前
の
１つ
い

日た
ち

か
ら
利

用
日
の
２
日
前
ま
で
に
担
当
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
担
当
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

（
例
）  
利
用
日
が
12
月
５
日
の
場
合
、
受
付

開
始
は
10
月
１
日
、
申
込
締
切
は
12

月
３
日
で
す
。

︻
利
用
で
き
な
い
場
合
︼

・ 

営
利
目
的
の
も
の
、
宗
教
活
動
や
政
治
活

動
を
目
的
と
す
る
も
の

・ 

公
の
秩
序
や
風
俗
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る

も
の

・ 

執
務
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も

の
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屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
補
助
の
ご
案
内

問
高
齢
福
祉
介
護
課   

（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
８
）

布
団
丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

問
高
齢
福
祉
介
護
課   

（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
（
☎
６
５

－

６
５
１
８
）

　
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
や
、
介
護
を
受
け
て
い
る
人
が
日
常
的
に
使
用

す
る
布
団
を
丸
洗
い
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

※ 

市
税
・
保
険
料
に
未
納
が
あ
る
人
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
申
請
時
点
に
お
い
て
在
宅
生
活
さ
れ
て
い
る
人
に
限
り
ま
す
。

︻
受
付
期
間
︼
12
月
１
日
︵
木
︶
～
15
日
︵
木
︶　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
　 

※
土
日
を
除
く

︻
負 

担 

額
︼  

原
則
、
費
用
の
１
割
（
代
わ
り
の
布
団
を
希
望
す
る
場
合
９
５
０
円
、
希
望
し
な

い
場
合
７
５
０
円
）

■
65
歳
以
上
の
高
齢
者
　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人                            

① 

平
成
28
年
５
月
１
日
〜
10
月
31
日
の
間
に
３
か

月
以
上
在
宅
生
活
を
し
て
い
た
人

② 

平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
で
介
護
保
険
の
要

介
護
３
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

③ 

所
得
税
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯
の
人

申
込
み

　
高
齢
福
祉
介
護
課 

〈
東
館
１
階
〉

　
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

■
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

① 

平
成
28
年
５
月
１
日
〜
10
月
31
日
の
間
に
３
か

月
以
上
在
宅
生
活
を
し
て
い
た
人

② 

平
成
28
年
11
月
１
日
現
在
、
次
の
い
ず
れ
か
の

手
帳
を
所
持
し
て
い
る
人
で
、
同
居
し
て
い
る

す
べ
て
の
人
が
同
様
に
い
ず
れ
か
の
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
世
帯
の
人
。
ま
た
は
そ
の
し
ょ
う

が
い
の
あ
る
人
と
同
居
し
て
い
る
人
す
べ
て
が

65
歳
以
上
の
世
帯
の
人

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
（
肢
体
不
自
由
、
視
覚
、
内

部
）
１
、２
級

・
療
育
手
帳
A
１
、
A
２

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
、
２
級

③ 

所
得
税
非
課
税
ま
た
は
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
世
帯
の
人

申
込
み

　
し
ょ
う
が
い
福
祉
課
し
ょ
う
が
い
福
祉
グ
ル
ー
プ

〈
西
館
１
階
〉・
北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所

　
自
宅
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
、
個

人
ま
た
は
業
者
に
委
託
し
た
費
用
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。

︻
対
　
象
︼

　
所
得
税
非
課
税
の
世
帯
で
親
族
の

支
援
が
受
け
ら
れ
な
い
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
人

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

② 

身
体
障
害
者
手
帳
（
内
部
２
級
、

平
衡
機
能
３
級
、
肢
体
不
自
由
４

級
、
視
覚
４
級
以
上
）、
療
育
手
帳

重
度
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
人

の
み
の
世
帯

③ 

前
項
②
に
該
当
す
る
人
と
同
居
し

て
い
る
人
す
べ
て
が
65
歳
以
上
の

世
帯

︻
対
象
経
費
︼

　
屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
か
か
る
費
用

︻
補
助
上
限
額
︼

　
１
万
円
／
回
（
委
託
額
が
１
万
円

を
下
回
る
場
合
は
そ
の
額
）

※ 

屋
根
の
雪
下
ろ
し
に
伴
う
作
業
で
、

雪
量
が
多
い
た
め
、
重
機
（
バ
ケ
ッ

ト
付
）
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
っ

た
場
合
の
補
助
上
限
額
は
２
万
円

と
し
ま
す
。

※ 

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

【
補
助
上
限
回
数
】

　
平
成
28
年
度
中
３
回
ま
で
（
た
だ

し
、
余
呉
地
域
は
５
回
、
上
草
野
・

杉
野
・
高
時
地
区
・
西
浅
井
地
域
は

４
回
）

※ 

特
に
降
雪
が
多
い
場
合
は
、
上
限

回
数
を
別
に
定
め
ま
す
。

︻
申
請
期
限
︼
３
月
24
日
（
金
）

※ 

申
請
の
際
に
は
、
民
生
委
員
ま
た

は
自
治
会
長
の
確
認
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
請
書
類
は
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。

申
込
み

高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉 

し
ょ
う
が
い
福
祉
課
〈
西
館
１
階
〉

北
部
振
興
局
福
祉
生
活
課
・
各
支
所
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 長

浜
曳
山
祭 

ユ
ネ
ス
コ
登
録
へ

　
日
本
の
祭
り
　
長
浜
に
集
結

　「
日
本
の
祭
り
in
な
が
は
ま
」
が
２
日

間
に
渡
り
開
催
さ
れ
、
国
内
外
の
伝
統
芸

能
33
団
体
が
長
浜
市
に
集
結
し
ま
し
た
。

　
徳
島
の
阿
波
お
ど
り
や
山
形
の
花
笠
ま

つ
り
、
地
元
か
ら
は
長
浜
曳
山
祭
を
は
じ

め
丹
生
茶
わ
ん
祭
な
ど
が
競
演
し
、
熱
気

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
祭
り
は
人
と
人
を

結
び
、
地
域
を
元
気
に
し
ま
す
。
実
行
委

員
会
の
皆
さ
ん
の
ご
努
力
で
大
成
功
で
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
日
本
の
祭
り
の
熱
も
冷
め
ぬ
翌
日
、
ユ

ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
文
化
機
関
）
の
補
助

機
関
は
、
長
浜
曳
山
祭
な
ど
33
の
祭
り
で

構
成
す
る
「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
を
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る
よ
う
勧
告
し
、

11
月
末
の
登
録
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　
曳
山
祭
は
長
濱
八
幡
宮
の
祭
礼
で
す
。

長
浜
城
主
だ
っ
た
秀
吉
公
が
同
宮
を
再
興

し
た
と
き
に
行
わ
せ
た
、
源
義
家
の
凱
旋

に
ち
な
ん
だ
武
者
行
列
「
太
刀
渡
り
」
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
秀

吉
公
に
男
の
子
が
誕
生
し
た
際
に
町
衆
に

砂
金
を
配
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
基
に
町

衆
が
曳
山
を
築
い
た
と
伝
わ
り
、
13
基
が

現
存
し
ま
す
。
動
く
美
術
館
と
い
わ
れ
る

豪
華
な
曳
山
の
舞
台
で
、
子
ど
も
が
見
事

な
歌
舞
伎
を
演
じ
る
の
が
曳
山
祭
の
大
き

な
特
徴
で
、
少
な
く
と
も
２
７
０
年
前
か

ら
演
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
連
綿
と
受
け
継
い
で
き
た
祭
り
を
、
山

組
の
皆
さ
ん
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
保
存
し

て
き
た
こ
と
が
世
界
で
高
い
評
価
を
得
た

こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ
り
、
心
か

ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
ユ
ネ
ス
コ
に

登
録
さ
れ
る
祭
り
が
あ
る
こ
と
は
、
全
市

民
の
誇
り
で
あ
り
、
夢
と
希
望
で
す
。

　
県
内
初
と
な
る
こ
の
栄
誉
は
、
大
勢
の

皆
さ
ん
を
湖
北
・
長
浜
に
お
迎
え
し
、
地

域
振
興
や
観
光
発
展
に
繋
げ
る
絶
好
の
機

会
で
も
あ
り
ま
す
。
山
組
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
曳
山
祭
を
継
承
保
存
し
、
国
内
は

も
と
よ
り
世
界
中
に
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

市長
コラム◯77

※至誠通天
　誠を尽くせば天が
　味方してくれること

冬
の
感
染
症
に
つ
い
て

　
本
格
的
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
に
お
正
月
、
雪
遊
び
。

外
出
す
る
の
が
楽
し
く
な
る
よ
う
な

行
事
が
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
！

　
し
か
し
、
冬
は
様
々
な
感
染
症
が

流
行
し
や
す
い
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。

低
温
・
低
湿
度
の
冬
は
、
ウ
イ
ル
ス

に
と
っ
て
、
長
く
安
定
し
て
存
在
す

る
の
に
絶
好
の
環
境
で
す
。
空
気
が

乾
燥
す
る
こ
と
で
、
く
し
ゃ
み
や
咳

で
ウ
イ
ル
ス
が
よ
り
遠
く
へ
飛
び
や

す
く
、
感
染
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
ま

す
。

　
一
方
、
気
温
の
低
下
と
と
も
に
体

温
が
低
下
す
る
と
、
代
謝
活
動
が
低

下
し
、
免
疫
力
の
低
下
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
空
気
の
乾
燥
に
よ
り
、

本
来
粘
液
を
産
生
す
る
こ
と
で
ウ
イ

ル
ス
の
侵
入
を
防
い
で
い
た
鼻
腔
や

の
ど
、
気
管
支
の
粘
膜
が
乾
燥
し
て

傷
み
、
感
染
を
起
こ
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
冬
は
ウ
イ
ル
ス
が
元
気
に
な

り
、
人
の
身
体
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
や
す
く
な
る
の
で
す
。

　
冬
季
に
問
題
と
な
る
感
染
症
に
は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
マ
イ
コ
プ
ラ
ズ

マ
等
の
呼
吸
器
感
染
症
と
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
の
ウ
イ

ル
ス
性
の
感
染
性
胃
腸
炎
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
感
染
症
も
、
自
分
自

身
が
か
か
ら
な
い
、
ま
た
他
の
人
に

う
つ
さ
な
い
た
め
に
は
、
手
洗
い
や
、

マ
ス
ク
等
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
大
事

で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
等
い
く
つ
か
の
感
染
症
は
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
感
染
の
防
止
や
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

し
て
何
よ
り
も
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
、十
分
な
睡
眠
、保
温
に
努
め
、

日
ご
ろ
か
ら
感
染
症
に
負
け
な
い
健
康

な
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

このコーナーでは病院事業のスタッフの紹介を兼ねて、病院施設や
体制のほか、生活に役立つ“健康豆知識”などを紹介します。

問

市
立
長
浜
病
院

　 （
☎
６
８

－
２
３
０
０〈
代
表
〉）

市立長浜病院診療局小児科
責任部長 橋本 和幸

市立病院通信‒◯‒68

▲日本の祭りinながはま2016での長浜曳山祭
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12
月
１
日
か
ら
除
雪
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
道
路
河
川
課
（
☎
６
５

－

６
５
３
１
）

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
体
験
講
習
会

参
加
者
募
集

問
環
境
保
全
課（
☎
６
５

－

６
５
１
３
）

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
地
区
ご
と
に
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
、
幹

線
市
道
や
バ
ス
路
線
、
通
勤
通
学
・
生
活
重
要

路
線
等
を
中
心
に
地
域
特
性
に
応
じ
た
除
雪
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
除
雪
路
線
以
外
の
生
活
道
路
や
消
火

栓
、
防
火
水
槽
付
近
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
で
除

雪
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

除
雪
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

①
路
上
駐
車
を
し
な
い

　
除
雪
車
が
通
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
接
触
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

②
ス
ノ
ー
ポ
ー
ル
を
触
ら
な
い

　
道
路
脇
に
赤
く
塗
っ
た
竹
や
紅
白
の
ポ
ー

ル
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
道
幅
や
危
険
箇
所

の
目
印
と
な
る
も
の
で
す
の
で
触
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
。

③
溝
ふ
た
は
必
ず
閉
め
る

　
側
溝
に
排
雪
し
た
後
、
溝
ふ
た
を
開
け
た

ま
ま
に
す
る
と
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

必
ず
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

④
道
路
上
の
鉄
板
を
撤
去

　
段
差
解
消
な
ど
の
た
め
道
路
に
設
置
し
て

い
る
鉄
板
は
、
除
雪
車
が
は
ね
上
げ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
道
路
上
か
ら
撤
去

し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
玄
関
前
は
各
家
庭
で
除
雪

　
除
雪
車
が
通
っ
た
後
、
宅
地
な
ど
の
出
入

口
を
塞
い
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
各
家
庭
で
再
度
除
雪
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑥
木
の
枝
を
処
理

　
降
雪
時
は
雪
の
重
み
で
、
竹
や
木
の
枝
が

道
路
上
に
倒
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
所

有
し
て
い
る
人
は
事
前
に
処
理
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

⑦
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い

　
道
路
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
、
事
故
や
凍

結
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
絶
対
に
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

⑧
走
行
中
・
作
業
中
の
除
雪
車
に
注
意

　
除
雪
車
は
走
行
中
・
作
業
中
と
も
危
険
で

す
の
で
、
絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
安
全
運
転
に
つ
な
が
り
、
か
つ
地
球
や
財
布

に
や
さ
し
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
技
術
を
こ
の
機
会

に
習
得
し
ま
し
ょ
う
。

︻
と
　
き
︼
12
月
18
日
（
日
）　
９
時
〜
12
時

︻
と
こ
ろ
︼
長
浜
自
動
車
学
校
（
加
田
町
）

︻
内
　
容
︼  

場
内
を
走
行
し
、
運
転
を
解
析
。

運
転
の
癖
を
知
り
、
修
正
す
る
こ

と
で
燃
費
の
良
い
運
転
を
学
習
し

ま
す
。

︻
参
加
費
︼
無
料

︻
持
ち
物
︼
自
動
車
運
転
免
許
証（
A
T
限
定
可
）

︻
定
　
員
︼
12
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

︻
申
込
み
︼
12
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・
電
話

番
号
を
電
話
で
担
当
課
ま
で
。

　
陸
上
交
通
の
安
全
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
第
10
次
長
浜
市
交
通
安
全

計
画
（
案
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
次
の
と
お
り
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し

ま
す
。

︻
閲
覧
場
所
︼  

市
民
活
躍
課
〈
西
館
３
階
〉、
北

部
振
興
局
地
域
振
興
課
、
本
庁

舎
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
〈
東
館

１
階
〉、
各
支
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

︻
募
集
期
限
︼
12
月
16
日
（
金
）
ま
で

︻
提
出
方
法
︼  

任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
消
印
有
効
）、

F
A
X
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
左
記
ま
で
。

問
合
せ
・
提
出
先

市
民
活
躍
課
〈
西
館
３
階
〉

〒
５
２
６

－

８
５
０
１ 

　
八
幡
東
町
６
３
２

☎
６
５

－

８
７
１
１
　

 

６
５

－

６
５
７
１

* katsu
yaku

@
city.n

agah
am
a.lg.jp

問合せ先

各地区除雪対策本部 担　　当　　課

長 浜 地 区 ☎６５－６７０３

道路河川課

（☎６５－６５３１）

浅 井 地 区 ☎７４－３０２０

び わ 地 区 ☎７２－３２２１

虎 姫 地 区 ☎７３－３００１

湖 北 地 区 ☎７８－８３００

高 月 地 区 ☎８５－３１１１

北部振興局 建設課

（☎８２－５９０４）

木 之 本 地 区 ☎８２－４１１１

余 呉 地 区 ☎８６－３２２１

西 浅 井 地 区 ☎８９－１１２１
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シリーズ○ 

※平成28年４月１日現在

市内には、国や県、市が指定した文化財が
キラ星のごとく光り輝いています。このコ
ーナーでは、451件※ある文化財の中から
代表的なものをシリーズで紹介します。

68

紙本著色東王父西王母図　六曲一双
昭和48年３月31日　指定
浄信寺蔵（木之本町木之本）
滋賀県立琵琶湖文化館寄託

滋賀県指定有形文化財

　
秀
吉
や
石
田
三
成
と
い
っ
た
戦
国
武
将
た

ち
が
生
き
た
時
代
、
湖
北
に
も
優
れ
た
才

能
を
持
つ
絵
師
が
誕
生
し
ま
し
た
。
海か

い
ほ
う北

友ゆ
う
し
ょ
う
松
（
１
５
３
３

−

１
６
１
５
）
は
そ
の
一

人
で
、
現
在
で
も
、
狩か

の
う野

永え
い

徳と
く

・
狩
野
山さ

ん

楽ら
く

・
長
谷
川
等と

う

伯は
く

・
雲う

ん
こ
く谷
等と

う

顔が
ん

ら
と
並
び
、

桃
山
美
術
の
巨
匠
と
し
て
知
ら
れ
る
絵
師
で

す
。

　
友
松
は
浅
井
氏
家
臣
・
海
北
善ぜ

ん

右え
も
ん衛
門の

じ
ょ
う尉

綱つ
な

親ち
か

の
三
男
（
一
説
に
五
男
）
と
し
て
近
江

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
出
世
地
に
つ
い
て
は
坂

田
郡
大
原
庄
（
米
原
市
大
原
小
学
校
区
）
と

も
、
浅
井
郡
瓜う
り
ゅ
う生
（
瓜
生
町
）
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
前
者
は
海
北
家
の
伝
承
で
す

が
後
者
に
つ
い
て
は
、『
江

ご
う
し
ゅ
う州
佐さ

さ

き

々
木
南な

ん
ぼ
く北

諸し
ょ
し
ち
ょ
う

士
帳
』、『
淡お

う
み
こ
ま
さ
ら
え

海
木
間
攫
』、『
近お

江う
み

輿よ

地ち

志し

略り
ゃ
く』
な
ど
の
資
料
に
記
載
が
あ
る
た
め
、
瓜う

生り
ゅ
うと
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

　
友
松
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
幼
少
の
頃
に
京
都
の
東
福

寺
に
入
り
、
喝か

つ
じ
き食
と
し
て
和
尚
に
仕
え
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
画
才
を
見
出

さ
れ
、
狩
野
派
の
二
代
目
・
狩
野
元も
と

信の
ぶ

に
入

門
、
や
が
て
絵
師
と
し
て
身
を
立
て
る
よ
う

に
な
り
、
建
仁
寺
や
妙
心
寺
と
い
っ
た
京
都

の
大
寺
院
、
公
家
や
武
家
の
注
文
を
受
け

数
々
の
作
品
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
作
品
は
、
画
面
の
右
に
、
松
の
木

に
腰
を
掛
け
て
桃
の
載
っ
た
盆
を
持
つ
従

者
の
方
へ
振
り
返
る
女
性
と
、
左
に
岸
壁

を
背
に
し
て
岩
上
に
立
つ
男
性
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
両
者
の
間
に
は
穏
や
か
な
水
辺
の

景
色
が
広
が
っ
て
お
り
、
静
か
で
穏
や
か
な

雰
囲
気
の
あ
る
作
品
で
す
。
描
か
れ
た
人
物

は
、
ど
ち
ら
も
古
代
中
国
に
お
け
る
伝
説
上

の
神
仙
で
す
。
女
性
は
西せ

い
お
う
ぼ

王
母
と
い
い
、
西

方
の
崑こ

ん
ろ
ん
さ
ん

崙
山
の
長
で
す
。
西
王
母
の
宮
殿
に

は
、
三
千
年
に
一
度
実
を
つ
け
、
食
べ
る
と

不
老
不
死
の
効
能
が
あ
る
と
い
う
桃
の
木
が

あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
西
王
母
は
不
老
不
死
を

司
る
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
ま
し
た
。
男
性

は
東と

う
お
う王

父ふ

と
い
い
、
東
方
の
蓬
莱
山
に
住
む

仙
人
で
す
。
西
王
母
が
女
仙
を
統
率
す
る
の

に
対
し
、
男
仙
を
率
い
た
と
い
う
、
西
王
母

の
対
と
な
る
存
在
で
す
。
画
面
の
中
に
落ら
っ

款か
ん

（
署
名
や
印
）
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
松
の
木

の
荒
々
し
い
描
き
ぶ
り
や
、
人
物
の
顔
の
描

き
方
、
画
面
の
中
央
に
余
白
を
大
き
く
と
る

構
図
は
、
友
松
画
の
特
徴
で
す
。
晩
年
の
作

品
と
比
べ
る
と
、
本
作
の
人
物
を
か
た
ど
る

線
描
は
均
一
で
、
筆
の
運
び
も
ゆ
っ
た
り
と

し
て
い
ま
す
。
友
松
の
画
業
の
中
で
も
比
較

的
早
い
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
作
は
、
木
之
本
地
蔵
で
有
名
な
浄
信
寺

（
木
之
本
町
木
之
本
）
に
伝
来
し
た
も
の
で

す
。
友
松
の
出
身
地
に
近
い
土
地
に
伝
わ
っ

た
の
は
、
何
か
の
縁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
田
根
地
区
で
は
、
彼
を
「
五ご

先せ
ん

賢け
ん

」
の
一
人
と
し
、「
五
先
賢
の
館
」（
北
野

町
）で
の
展
示
を
は
じ
め
、顕
彰
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問

長
浜
城
歴
史
博
物
館

　 

（
☎
６
３

－

４
６
１
１
）

▲東王父西王母図　右隻

▲東王父西王母図　左隻
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買
物
支
援
活
動
の
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

問
高
齢
福
祉
介
護
課（
☎
６
５

－

７
７
８
９
）

青
少
年
健
全
育
成
・
非
行
防
止

最
優
秀
作
品
の
ご
紹
介

問
長
浜
青
少
年
セ
ン
タ
ー（
☎
７
４

－

３
３
３
０
）

　
買
物
が
困
難
な
人
を
支
援
す
る
た
め
、
宅
配

や
移
動
販
売
（
食
料
品
や
日
用
品
）
な
ど
を
行

う
事
業
者
・
団
体
等
を
案
内
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
す
。

　
作
成
に
当
た
り
情
報
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

︻
募
集
情
報
︼

○ 

買
物
情
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ
掲
載
を
希
望
す

る
事
業
者
・
団
体
等

○ 

買
物
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
・
団

体
等
の
情
報

︻
募
集
期
限
︼
平
成
29
年
１
月
13
日
（
金
）

︻
受
　
　
付
︼  

直
接
ま
た
は
電
話
か
F
A
X
、

メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

受
付
先

　
高
齢
福
祉
介
護
課
〈
東
館
１
階
〉

　
☎
６
５

－

７
７
８
９

　

 

６
４

－

１
４
３
７

　
* K

ourei-kaigo@
city.nagaham

a.lg.jp

　
夏
休
み
期
間
中
に
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
青
少
年
の
非
行
防

止
・
健
全
育
成
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
・
標

語
を
募
集
し
、
２
７
６
点
（
標
語
２
３
８
点
、

ポ
ス
タ
ー
38
点
）
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
し
た
の

で
、
最
優
秀
に
輝
い
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
入
選
作
品
は
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
使
用
し
、
各
学
校
・
関
係
機
関
に
配

布
し
ま
す
。

︻
標
語
の
部
︼

﹁
ラ
イ
ン
よ
り 

こ
と
ば
で
言
お
う 

あ
り
が
と
う
﹂

　
湯
田
小
学
校
６
年  

松
下
　
心
海
さ
ん

︻
ポ
ス
タ
ー
の
部
︼

　
び
わ
南
小
学
校
３
年
　
橋
本
　
環 

さ
ん

「長浜ふるさとまつり市民の会」募金のお礼と報告
 問長浜ふるさとまつり市民の会事務局（観光振興課内）（☎６５－６５２１）

　多くの市民の皆さんから、長浜ふるさとまつりへの募金をお寄せいただき、誠にありがとうございました。

お預かりした募金は各事業の実行委員会で活用していただきました。

　募金総額（６月１日～10月31日）: 3,655,487円
【募金を活用したまつり等の行事】

■水とロマンの祭典

■にしあざいの夏まつり

■かわそサマーフェスティバル

■長浜・北びわ湖大花火大会

■ふるさと夏まつり（木之本地蔵大縁日/木之本大花火大会）

■長浜・あざいあっぱれ祭り2016

■長浜ロードトレイン祭inBIWA

■小谷城戦国まつり

■大道芸フェスタin虎御前

■観音の里ふるさとまつり

■こほくイルミの広場

で

◆広報紙がスマートフォンやタブレット端末でいつでもどこでも読める
◆広報紙のバックナンバーも読める　◆ 地域のお好み情報をお届け

※QRコードを読み取ってアプリをダウンロードしてください

広報ながはまをもっと手軽に！ QRコード
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有料広告欄

市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

師

12月10日（土）西友長浜楽市店駐車場
【受付時間】10時～12時、13時～15時30分
★400mL全血献血をお願いします。

※ 詳しくは滋賀県赤十字血液センターホーム

ページまで。（http://shiga.bc.jrc.or.jp/）

12月の長浜市民献血デーに
ご協力ください

【作品規格】毛筆による書で、書き初めに
ふさわしい字句のもの。
作品は画仙紙全紙縦半切
（縦約140㎝×横34㎝）で、
紙質は自由（用紙は縦に使
用）。また軸表装をする。た
だし高校生は書き下しのま
ま仮巻き軸に貼る。

【出 品 料】一般・大学生2,000円
　　　　　 高校生無料
【搬 　入 】１月27日（金）・28日（土）
　　　　　 10時～16時　西浅井公民館
【申 込 み】搬入時に受け付けます。
問書を活かした地域づくり実行委員会
　（☎８９－１１２５）

相　　談
◆法的トラブルでお困りの人へ
金銭・離婚・相続・労働問題など法的
トラブルでお困りの人は、お電話を。
解決に役立つ法制度の紹介や相談窓口
の情報を無料で案内します。また、経
済的に余裕のない人が法的トラブルに
あったときに、弁護士による無料法律
相談や必要に応じて弁護士・司法書士
費用の立替えを行っています。
問法テラスサポートダイヤル
　（☎０５７０―０７８３７４）
　法テラス滋賀
　（☎０５０―３３８３－５４５４）
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不用品交換情報（11月11日現在）
◆ください（無料）
○衣類乾燥機○蒸し器○臼と杵○二槽式
洗濯機○大人用三輪自転車○プリンター
（Windows10対応）○体重計○血圧計○折
りたたみ自転車○NECのワープロ○食卓用
テーブルとイス○婦人用自転車○補助輪付き
子ども用自転車○電動ミシン
◆あげます（無料）
○プラズマテレビ（42型）○家庭用耐火金庫
○大正琴○素焼きの鉢○本棚○ラジコンヘ
リコプター○プラモデルキット
※現物は保管していません。
※ 市は取次ぎのみで、利用者双方の
話合いで決定していただきます。

問環境保全課（☎６５－６５１３）

12月の税・料
固定資産税・都市計画税 ４期 
国民健康保険料 ７期
介護保険料 ７期
後期高齢者医療保険料 ６期

長浜米原休日急患診療所
12・1月の診療日のお知らせ

【診療日】　 12月４日、11日、18日、23日、
25日、30日、31日
１月１日、２日、３日、８日、
９日、15日、22日、29日

【診療時間】　  ９時～18時
【診療科】　 内科・小児科
【受付時間】　  ８時30分～11時30分
　　　 　 12時30分～17時30分
【場　所】　 宮司町1181－2
　　　 　 湖北医療サポートセンター
　　　 　 「メディサポ」内
【電話番号】　 ６５―１５２５
※ 電話は、おかけ間違いのないようにご
注意ください。

※ 受診時は健康保険証・お薬手帳・母子健
康手帳（乳幼児の場合）をお忘れなく。

※ 診療日は日曜・祝日・年末年始（12月
30日～１月３日）です。

問健康推進課（☎６５－７７７９）

長浜市公式Instagram
 「#長浜ちょぴっく」を開設しました！
写真をメインツールとした手軽な情報
発信手段として知られるInstagram（イ
ンスタグラム）。文化や景観、生活や食など
長浜の魅力を余すことなく発信します。
【閲覧方法】
スマートフォンやタブレット端末で、
Instagramアプリをダウンロードし、「#
長浜ちょぴっく」で検索してください。

【長浜地域】 12月15日（木） 18時～20時
市民交流センター（地福寺町）

【浅井地域】 12月16日（金） 17時～19時
湯田公民館（内保町）

【びわ地域】 12月16日（金） 19時30分～21時
びわ公民館（難波町）

【虎姫地域】 12月16日（金） 18時～20時
虎姫公民館（田町）

【湖北地域】 12月15日（木） 18時～20時
湖北公民館（湖北町速水）

【高月地域】 12月14日（水） 13時～15時
高月支所（高月町渡岸寺）

【木之本地域】 12月15日（木） 15時～17時
公立木之本公民館（北部振興局内）

【余呉地域】 12月17日（土） 10時～12時
山村開発センター（余呉町中之郷）

【西浅井地域】 12月21日（水） 13時～15時
西浅井公民館（西浅井支所内）

問社会福祉課（☎６５－６５３６）
　 市ホームページ「結婚支
援」で検索またはＱＲコード

※ いずれの会場も提供できる
情報は同じです。
※ 登録の有効期限は３年です。再登録
を希望する人は、各会場で申請をお
願いします。

結婚相談

女性の悩み相談（要予約）
【と　き】　12月17日（土）12時～16時
　　　　 １月５日（木）10時～14時
【ところ】　 市民交流センター和室
【相談員】　 下地久美子さん（臨床心理士）
【料　金】　 無料
※託児あり（要予約）、秘密厳守
申平日：人権施策推進課
　（☎６５－６５５６専用ダイヤル）
　土日：市民交流センター
　（☎６５－３３６６）

有料広告欄

情報ひろば 市民の皆さんのサークル・団体が行う催しを掲載します。
掲載希望の人は、掲載希望号の１か月前までに市民広報課（☎６５－６５０４）までご連絡ください。

お知らせ
◆電気の子メーターを使用の人へ
電気の子メーターとは、貸しビル・ア
パート等で一括して電力会社に支払っ
た電気料金を、各テナント等の電気の
使用料に応じて配分するために用いる
電気計器です。子メーターには計量法
で有効期限が定められており、これを
過ぎた子メーターは取り替える必要が
あります。最寄りの電気工事店等に相
談ください。
問 関西地区証明用電気計器対策委員会
事務局（日本電気計器検定所関西支社
内）（☎０６－６４５１－２３５５）

◆建退共制度をご利用ください
建退共制度とは建設現場で働く人が退
職したときに業界全体で退職金を支払
う制度です。国の制度なので安全・確
実で、申込み手続きは簡単です。
【加  入  者】建設業を営む事業主
【対象労働者】建設業の現場で働く人
【掛  け  金】日額310円
※ ４月１日から制度が一部変更してい
ます。詳しくは建退共のホームペー
ジをご覧ください。 

問建退共滋賀県支部
　（☎０７７－５２２－３２３２）

催　　し
◆きゃんせ土曜市
【と　き】12月10日（土）　11時～13時
【ところ】長浜地方卸売市場（田村町）
【内　容】   鮮魚特売セール、抽選会（な

くなり次第終了）、うどん・
そば・おにぎり・いなり寿司

問長浜地方卸売市場（☎６３－４０００）

講座・教室
◆ヨガ教室
楽しく体を動かしましょう。
【と　き】12月９日（金）９時45分集合
　　　　 10時～11時20分
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【講　師】小宮山 和子 氏

【対　象】どなたでも
【定　員】15人（先着順）
【参加費】500円
【申込み】電話かメールで下記まで。
※託児あり 先着５名（100円）
問・申 Heart Train dai～dai～　村山
     （☎０９０－４０３８－８８９９）
　　*daidai.risa@gmail.com

◆本場中国の餃子作り教室
中国人講師による料理講習会。本場中
国の餃子（水餃子）を作ります。

【と　き】12月11日（日）　10時～13時
　　　　 １月15日（日）　10時～13時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【参加費】１回500円（会員１回300円）
※１回だけの参加も可能。
【定　員】各20人（先着順）
【持ち物】エプロン、マスク、三角巾
【申込み】電話で下記まで。
問・申長浜市日中友好協会
 　　（☎０９０－９９１６－３３８９）

◆迎春用いけばな講習会
お正月らしい華やかな生花を作ります。
玄関やお部屋に花々を飾り、新年を迎
えましょう。

【と　き】12月25日（日）　10時～12時
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【参加費】3,000円（材料費込み）
【講　師】 いけばな「草月流」
　　　　 大村 シゲ 氏

【持ち物】はさみ、空の500ml牛乳パック
【定　員】15人（先着順）
【申込み】12月18日（日）までに電話で下

記まで。
問・申市民交流センター（☎６５－３３６６）

募　　集
◆長浜市子ども議会 子ども議員募集
みんなの意見を市議会に届けよう。

【と　き】・事前学習会①
　１月14日（土）　９時～12時
・事前学習会②

　２月４日（土）　14時～16時
・子ども議会本会議
　２月11日（土）　９時～12時

【ところ】市役所本庁舎（八幡東町）
【対　象】市内の小学５・６年生
【定　員】26人
【申込み】 12月15日（木）までに応募用紙

を通学する学校まで。
※応募用紙は各学校で配布します。
問・申長浜東ロータリークラブ
　　 （☎６３－３５００）

◆湖北のふるさと見聞講座
湖北の自然や歴史・文化を次世代に継
承するため、見聞講座を開きます。観
光ボランティアガイドに関心のある人
はぜひお越しください。
【と　き】  ・１月17日（火）　９時～12時
　　　　 　湖北の歴史・文化の特色を学習
　　　　 ・２月７日（火）　９時～12時
　　　　　　 湖北の自然について学習、

観光ボランティアガイドの
活動紹介

　　　　 ・３月７日（火）　９時～12時
　　　　　　６つのコースから１つ選ん

でガイドに同行
【ところ】長浜・米原市内
※詳細は申込み後に連絡します。
【受講料】1,000円（初日に集金）
【定　員】50人（先着順）
【申込み】  12月25日（日）までに、氏名・

住所・電話番号を記入しFAX
で下記まで。

問・申観光振興課
　（☎６５－６５２１／ ６４－０３９６）

◆第12回奥びわ湖書き初め展覧会
　作品募集
【展示期間】２月18日（土）～26日（日）

９時～17時（最終日は15時まで）
【と こ ろ】西浅井運動広場体育館
              （西浅井町大浦）
【応募資格】県内に在住または通勤・通学

する人、または県内の書道
教室・クラブ等の団体に所
属する人。
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まちの
人口

平成28年11月１日現在 人口 120,308人　　男 58,837人　　女 61,471人　　世帯数 44,985世帯

平成28年10月中の異動 転入 233人   転出 261人   出生 69人   死亡 84人   婚姻 41件

このコーナーでは、市内在住のお子さんたちの写真を掲載します。
笑顔と元気あふれるお子さんたちの写真を募集しています。
掲載を希望する人は市民広報課（☎６５－６５０４）まで申込みください。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流
センターや図書館、公民館など市の公共施設にも置いています。市ホームページ、スマホ
からもご覧いただけます。点字広報、声の広報をご希望の人は市民広報課まで。
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俳優
まちなかえんげきワークショップfurico代表

磯﨑　真一さん（元浜町）

いつも元気なけいくん♡

これからも笑顔いっぱい見せてね!!

４月から幼稚園頑張ろうね!!

元気いっぱい、笑顔いっぱい！

そうちゃん、大好き♡♡

わが家のかわいい宝物だよ！

（
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）
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演劇で人を、まちを元気にしたい

　「曳山まつりで役者を務めたのが、役
者としての僕の『原点』」と語るのは、
俳優の磯﨑さん。
　本格的に演劇を始めたきっかけは、
高校時代に友達から誘われるままに入
った演劇部。「演じることが単純に楽し
かった子ども歌舞伎の頃とは違い、独
特の緊張感とカーテンコールで拍手を
浴びたときの達成感。演劇の面白さを
実感しました」と振り返ります。仲間
と想いをぶつけ合い、意見をすりあわ
せて紡いでいくその過程に演劇の奥深
さを感じ、さらに魅了されていきます。
　俳優を志し、東京で夢を追い続けた
10年間は苦労の連続。稽古に明け暮れ、
バイトも思うようにできず生活が困窮、
焦りと不安の毎日が続きます。それで

も自らの可能性を信じ、声優やナレー
ションにも挑戦して自分を磨き続けた
日々。しかし、突然状況が一変。病に
倒れた父親が語ったのは「帰ってきて
ほしい」。以前なら絶対に口にしなかっ
たこの言葉から、遺される母親を気遣
う父親の想いを感じ取り、夢を諦め長
浜に帰る決意をしました。
　父親の介護や葬儀など大変な日々が
過ぎ、再び舞台に立ちたいという気持
ちに気づき始めた磯﨑さん。諦めたは
ずの夢を呼び起こし、地域の演劇関係
者との繋がりを求め奔走するうち、長
浜で演劇を盛り上げたい！と心に火が
点きました。
　あれだけ多くの人がいたのに孤独だ
った東京時代。しかし、長浜での活動

では出会いの輪が広がります。そして
昨年秋、演劇を通じて人と地域を育む
場として「まちなかえんげきワークシ
ョップfurico」を設立。「観客というピ
ースが揃って初めて演劇は完成する」
という磯﨑さんの言葉どおり、演じる
人の育成だけでなく、演劇に親しむ文
化をまちに根付かせる取組を始めまし
た。「人と人を結ぶ場を作れたのが嬉し
い。地域で演劇をやる意味を見出しま
した。まだ答えではないですが」とそ
の眼に再び希望の光が射し始めました。
　しんどいときは上り坂。ここを乗り
越えたら違う景色が見える─
　俳優人生で自らに叩き込んだ言葉を
胸に、まだ見ぬ景色を求めて挑戦を続
けます。

植物油インキで印刷しています。再生紙を使用しています。
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